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│ 

異
文
化
理
解
や
文
化
の
交
流
を
図
る 

│

　９月４日から７日までの日程で、「平成24年度山形県最上
広域少年少女沖縄派遣交流事業」（中部広域市町村圏事
務組合主催）で沖縄を訪れていた山形県最上広域圏交流
団児童34名の皆さんが、５日、屋良小学校を訪問しました。
　屋良小学校では、歓迎交流会が開かれ、屋良っ子エイ
サー隊によるエイサーの披露やミニゲーム、沖縄料理の給
食などで、交流団を歓迎しました。
　交流団児童を代表して、大沼佳郁君（日新小６年）は「ど
んな自然、文化があるか楽しみにしてきた。楽しい思い出に
なる交流ができたら嬉しい」と交流への期待を込めたあい
さつを行いました。

山形県最上広域圏交流団児童山形県最上広域圏交流団児童
─ 屋良小学校児童と交流 ─

おおぬま よしふみ

▲町役場で開かれた歓迎セレモニー

▲嘉手納中学校での交流会の様子

▲エイサーを披露する屋良っ子エイサー隊の児童達

　
嘉
手
納
中
学
生
と
の
交
流
を
通
し
、
異

文
化
理
解
や
文
化
の
交
流
を
図
り
、
甘
藷
の

歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
平
成
二
十
四
年
度
中
国
福
建
省

恵
安
県
中
学
生
友
好
交
流
事
業
」
が
八
月

二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
恵
安
県
か
ら
は
五
人
の
中
学
生
が

交
流
学
生
と
し
て
沖
縄
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
町
役
場
で
開
か
れ
た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
當
山
宏
町
長
が
「
交
流
を
通
し
て
お
互

い
を
深
く
理
解
し
て
ほ
し
い
。
将
来
皆
さ
ん

ふ
っ
け
ん
し
ょ
う

け
い
あ
ん
け
ん

が
日
本
と
中
国
の
交
流
の
懸
け
橋
に
な
る

こ
と
を
願
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
交
流
学
生
は
嘉
手

納
中
学
校
を
訪
れ
、
交
流
会
や
給
食
、
清
掃

及
び
授
業
の
体
験
を
通
し
て
、
嘉
手
納
中
学

生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
交
流
会
で

は
、
交
流
学
生
を
代
表
し
て
、
郭
鋆
岚
さ
ん

が
「
今
回
の
交
流
が
実
り
多
い
も
の
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
嘉
手
納
町
と
の
交
流
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

か
く
き
ん
ら
ん
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八
月
十
五
日
、
沖
縄
銀
行
嘉
手
納
支
店
に
お
い
て
、
嘉
手
納
中
学
校
茶

道
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
呈
茶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
呈
茶
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
部
員
の
普
段
の
お
稽
古
の
実
践
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
部
長
を
務
め
る
仲
尾
祐
里
奈
さ
ん
（
嘉
手
納
中
二
年
）
は
、「
た
く
さ

ん
の
人
の
前
で
緊
張
し
た
が
、
美
味
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
り
、
２
回
飲

み
た
い
と
言
う
人
も
い
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
茶
道
部
の
指
導
に
あ
た
る
西
平
清
子
さ
ん
は
、「
お
茶
を
通
し
て
、
礼

儀
作
法
、
お
も
て
な
し
の
心
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
部
員
へ
の
想
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　８月12日、道の駅かでなにおいて、「フラッシュ ビ
アガーデン」（同実行委員会主催）が開催されまし
た。
　ビアガーデンでは、ヒップホップグループ「ケツメ
イシ」の大蔵さん、DJ  KEINさんによる音楽や歌、
Hiroshi Tohyamaさん、 Modern Pop Club 
from 海が見えるそば家さんによるバンドライブも
あり、会場を訪れた人達は真夏の夜空の下、美味
しいビールと素敵な音楽に酔いしれました。

　
八
月
二
十
二
日
、
第
二
保
育
所
に
お
い
て
、
嘉

手
納
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ブ
ラ
ス
レ
モ
ン
に
よ
る

「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ブ
ラ
ス
レ
モ
ン
の
団

員
で
も
あ
る
第
二
保
育
所
の
保
育
士
が
提
案
し
て

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
様
々
な
楽
器
を
前
に
興
味
津
々
な
子
ど
も
達

も
、
い
つ
も
聞
い
て
い
る
曲
が
演
奏
で
流
れ
始
め

る
と
、
じ
っ
と
静
か
に
聴
き
入
っ
て
、
生
演
奏
の

音
楽
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
九
月
二
日
、
新
町
通
り
に
お
い
て
、
「
二
〇
一
二
嘉
手

納
町
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
」
（
嘉
手
納
町
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り

実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
各
区
及
び
千
原
郷
友
会
に
よ
る
エ
イ

サ
ー
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
舞
を
一
目
見
よ
う
と

通
り
に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
勇
ま
し
い
か
け
声
と
迫
力
あ
る
演
舞
に
、
通
り
は
熱
気

に
包
ま
れ
、
観
客
か
ら
は
各
団
体
へ
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
宜
野
湾
市
か
ら
い
と
こ
と
一
緒
に
来
て
い
た
小
学
校
五

年
生
の
女
の
子
は
、
「
嘉
手
納
の
ま
つ
り
は
初
め
て
来

た
。
間
近
で
見
れ
て

迫
力
が
あ
っ
た
」
と

話
し
、
嘉
手
納
町
の

エ
イ
サ
ー
を
大
い
に

楽
し
ん
だ
様
子
で
し

た
。

　
最
終
演
舞
が
終
わ

り
、
カ
チ
ャ
ー
シ
ー

の
演
奏
が
鳴
り
始
め

る
と
、
立
ち
上
が
っ

て
踊
り
出
す
観
客
も

見
ら
れ
、
通
り
は
歓

喜
の
空
気
で
い
っ
ぱ

い
に
満
た
さ
れ
ま
し

た
。

嘉
手
納
町
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り

嘉
手
納
町
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り

│ 

迫
力
あ
る
演
舞
で
観
客
魅
了 

│

フラッシュ ビアガーデン

第
二
保
育
所
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第
二
保
育
所
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

│ 

音
楽
を
楽
し
む 

│

お
客
様
へ
呈
茶

お
客
様
へ
呈
茶

│ 

嘉
手
納
中
学
校
茶
道
部 

│

▲

南
区
青
年
会

▲

中
央
区
青
年
会

▲

西
浜
区
青
年
会

▲

西
区
青
年
会

▲

東
区
エ
イ
サ
ー
実
行
委
員
会

▲

千
原
エ
イ
サ
ー
（
千
原
郷
友
会
）

けいん

ひ　ろ　し　　　 と　う　や　ま

ふろむ

も　だ　ん　　　 ぽっぷ　　  くらぶ

─ 道の駅かでな ─

▲ライブで盛り上がる多くの参加者

▲楽器の音色に聴き入る子ども達

な
か  

お
　 

ゆ
　
り
　
なに

し
ひ
ら
き
よ  

こ

▲

茶
道
部
の
皆
さ
ん
と
西
平
さ
ん
（
前

　列
左
端
）、
顧
問
の
玉
那
覇
静
子
先
生

　（
前
列
右
端
）

▲

銀
行
を
訪
れ
た
方
に
お
茶
の
お
も
て

　な
し
を
行
う

▲

観
客
も
交
え
て
の
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
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　８月１５日、農林健児之塔において、「農林健児之塔
慰霊祭」が行われました。
　慰霊祭では、参列者全員による黙とうのあと、當山
宏町長によるあいさつ及び慰霊のことば、県立農林学
校嘉手納町同窓会代表の渡口彦信さんによる追悼の
ことば、平和メッセージ作品展にて最優秀賞を受賞し
た髙江洲瑠奈さん（嘉手納中３年）による作文朗読が
行われました。
　渡口さんは追悼のことばの中で、「御霊よ、母校のゆ
かりある場所で安らかに眠ってください」と、同窓生の
御霊へ語りかけました。

　８月１５日、招魂の塔において、「平成２４年度平和祈
願祭」が行われました。
　平和祈願祭では、参列者全員による黙とうのあと、
當山宏町長の平和のメッセージ、宮城篤正遺族会会
長の追悼のことば、平和メッセージ作品展で入賞した
仲宗根弥優さん（屋良小６年）、金城李来さん（嘉小５
年）、新田ゆみさん（嘉中３年）による「平和の詩」の朗
読が行われました。
　宮城会長は、追悼のことばの中で「御霊よ、この地
に安らかに眠られて、そして世界の平和が１日も早く
訪れることを祈念する」と平和への思いを述べました。　

八
月
八
日
、
嘉
手
納
警
察
署
少
年
補
導
員

協
議
会
（
大
城
健
会
長
）
が
、
九
州
管
区
警

察
局
長
賞
の
受
賞
報
告
の
た
め
、
真
喜
屋
清

教
育
長
を
表
敬
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
嘉
手
納
警
察
署
少
年
補
導
員
協
議

会
は
、
九
州
地
区
で
は
唯
一
の
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
報
告
を
受
け
、
真
喜
屋
教
育
長
は
、
「
非

行
防
止
等
の
数
あ
る
活
動
に
対
し
、
九
州
地

区
で
の
唯
一
の
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
我
々
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
心
豊
か
な
青

少
年
育
成
活
動
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
九
月
八
日
、
町
立
図
書
館
に
お
い
て
、
第

１
回
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
四
か
月
の
乳
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
絵
本
を
通
し
て
親
子
が
ふ

れ
あ
い
、
心
を
通
わ
せ
る
時
間
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
、
読
み
聞
か
せ
の
仕
方
に
つ
い
て

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
員
が
お
話
を
し
、
絵

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
す
。

　
利
用
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
。
今
度
は

本
を
借
り
に
行
き
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
開
催
記
念

と
し
て
、
図
書
館
利
用
者
を
対
象
に
、
高
見

知
佳
さ
ん
に
よ
る
よ
み
が
た
り
会
が
行
わ

れ
、
高
見
さ
ん
の
声
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達

は
興
奮
し
な
が
ら
も
熱
心
に
話
を
聴
い
て
い

ま
し
た
。

九
州
管
区
警
察
局
長
賞
を
受
賞

九
州
管
区
警
察
局
長
賞
を
受
賞

│ 

嘉
手
納
警
察
署
少
年
補
導
員
協
議
会 

│

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
開
催

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
開
催

│ 

記
念
に
高
見
知
佳
さ
ん
よ
み
が
た
り
会 

│

農林健児之塔慰霊祭農林健児之塔慰霊祭
─ 平和の誓いを新たに ─

と  ぐちひこ しん

たか  え　 す　る　な

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大
会

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大
会

　
九
月
九
日
、
宜
野
湾
海
浜
公
園
多

目
的
広
場
に
お
い
て
、
「
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大

会
」
（
同
実
行
委
員
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
十
万
人
余
の
人
々
が
集

ま
っ
た
会
場
に
、
嘉
手
納
町
か
ら
は

約
五
百
名
の
方
が
参
加
し
、
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
怒
り
の
拳
を

挙
げ
ま
し
た
。

　
嘉
手
納
町
か
ら
孫
二
人
と
参
加
し

て
い
た
女
性
の
方
は
、
「
今
で
も
危

な
い
島
な
の
で
、
安
全
の
確
認
が
と

れ
て
い
な
い
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が

来
る
こ
と
に
は
、
絶
対
反
対
し
な
い

と
い
け
な
い
。
子
に
も
孫
に
も
危
な

い
」
と
沖
縄
の
平
和
と
こ
れ
か
ら
の

世
代
に
対
す
る
強
い
思
い
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

平成24年度 平和祈願祭平成24年度 平和祈願祭
─ 招魂の塔 ─

　８月10日、ボランティア活動支援体制づくりと福祉教育
の充実を図ることを目的とした「平成24年度小学生ボラン
ティアスクール」（町社会福祉協議会主催）が開催され、
８月14日から16日にかけては、嘉手納町と読谷村の中高
生の交流とボランティア精神の輪を広げることを目的とし
た「いもっ子SUMMER SCHOOL」（町社会福祉協議会及
び読谷村社会福祉協議会主催）が開催されました。
　両スクールとも、今年は地域における「バリアフリー」
をテーマに、調査や意見発表が行われました。
　児童からは「車イスや目の不自由な人たちのことを理解
してあげれば、バリアフリーな町になると思う」との意見
が、中高生からは「障がい者への配慮がなくバリアになっ
ている所もあり、心のバリアフリーも大切」との意見が上
がりました。

平成24年度 
小学生ボランティアスクール、
いもっ子SUMMER SCHOOL開催

平成24年度 
小学生ボランティアスクール、
いもっ子SUMMER SCHOOL開催

▲

会
場
を
埋
め
る
多
く
の
参
加
者

▲「
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
」
を
掲
げ
る
参
加
者

│ 

十
万
人
余
の
人
々
が
集
ま
る 

│

みや  ぎ  とく  まさ

なか  そ　ね　 み　ゆ きんじょう り　こ

あら  た

▲高見さんの話を熱心に聴く子ども達

▲実際に車いすに乗って調査を行う子ども達

▲バリアフリーマップ作成のため、調査を行う生徒達

▲大城会長（右から３人目）と嘉手納警察署少年補導員協議会の皆さん

　（写真左３人）

お
お
し
ろ
け
ん
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　８月１５日、農林健児之塔において、「農林健児之塔
慰霊祭」が行われました。
　慰霊祭では、参列者全員による黙とうのあと、當山
宏町長によるあいさつ及び慰霊のことば、県立農林学
校嘉手納町同窓会代表の渡口彦信さんによる追悼の
ことば、平和メッセージ作品展にて最優秀賞を受賞し
た髙江洲瑠奈さん（嘉手納中３年）による作文朗読が
行われました。
　渡口さんは追悼のことばの中で、「御霊よ、母校のゆ
かりある場所で安らかに眠ってください」と、同窓生の
御霊へ語りかけました。

　８月１５日、招魂の塔において、「平成２４年度平和祈
願祭」が行われました。
　平和祈願祭では、参列者全員による黙とうのあと、
當山宏町長の平和のメッセージ、宮城篤正遺族会会
長の追悼のことば、平和メッセージ作品展で入賞した
仲宗根弥優さん（屋良小６年）、金城李来さん（嘉小５
年）、新田ゆみさん（嘉中３年）による「平和の詩」の朗
読が行われました。
　宮城会長は、追悼のことばの中で「御霊よ、この地
に安らかに眠られて、そして世界の平和が１日も早く
訪れることを祈念する」と平和への思いを述べました。　
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、
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手
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警
察
署
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補
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員

協
議
会
（
大
城
健
会
長
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が
、
九
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管
区
警

察
局
長
賞
の
受
賞
報
告
の
た
め
、
真
喜
屋
清

教
育
長
を
表
敬
し
ま
し
た
。
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署
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協
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会
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、
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地
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で
は
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の
団
体
と
し
て
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ま
す
。
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を
受
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、
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非
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等
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の
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。
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青
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ま
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」

と
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の
言
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述
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ま
し
た
。
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、
町
立
図
書
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に
お
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回
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事
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が
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催
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ま
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。
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は
、
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と
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の
保

護
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を
対
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に
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絵
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通
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を
通
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る
時
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を
持
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の
大
切
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読
み
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せ
の
仕
方
に
つ
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て

ブ
ッ
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支
援
員
が
お
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を
し
、
絵
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を
プ
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す
る
も
の
で
す
。

　
利
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か
ら
は
「
楽
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た
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は
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」
と
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声
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ま
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プ
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配
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に
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す
る
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縄
県
民
大

会
」
（
同
実
行
委
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会
）
が
開
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れ
ま
し
た
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日
、
十
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人
余
の
人
々
が
集
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っ
た
会
場
に
、
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手
納
町
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ら
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五
百
名
の
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が
参
加
し
、
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ス
プ

レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
怒
り
の
拳
を

挙
げ
ま
し
た
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嘉
手
納
町
か
ら
孫
二
人
と
参
加
し

て
い
た
女
性
の
方
は
、
「
今
で
も
危

な
い
島
な
の
で
、
安
全
の
確
認
が
と

れ
て
い
な
い
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が

来
る
こ
と
に
は
、
絶
対
反
対
し
な
い

と
い
け
な
い
。
子
に
も
孫
に
も
危
な

い
」
と
沖
縄
の
平
和
と
こ
れ
か
ら
の

世
代
に
対
す
る
強
い
思
い
を
話
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ま
し
た
。
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─ 招魂の塔 ─

　８月10日、ボランティア活動支援体制づくりと福祉教育
の充実を図ることを目的とした「平成24年度小学生ボラン
ティアスクール」（町社会福祉協議会主催）が開催され、
８月14日から16日にかけては、嘉手納町と読谷村の中高
生の交流とボランティア精神の輪を広げることを目的とし
た「いもっ子SUMMER SCHOOL」（町社会福祉協議会及
び読谷村社会福祉協議会主催）が開催されました。
　両スクールとも、今年は地域における「バリアフリー」
をテーマに、調査や意見発表が行われました。
　児童からは「車イスや目の不自由な人たちのことを理解
してあげれば、バリアフリーな町になると思う」との意見
が、中高生からは「障がい者への配慮がなくバリアになっ
ている所もあり、心のバリアフリーも大切」との意見が上
がりました。

平成24年度 
小学生ボランティアスクール、
いもっ子SUMMER SCHOOL開催
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」
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掲
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加
者
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十
万
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余
の
人
々
が
集
ま
る 

│
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なか  そ　ね　 み　ゆ きんじょう り　こ

あら  た

▲高見さんの話を熱心に聴く子ども達

▲実際に車いすに乗って調査を行う子ども達

▲バリアフリーマップ作成のため、調査を行う生徒達

▲大城会長（右から３人目）と嘉手納警察署少年補導員協議会の皆さん

　（写真左３人）
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お
し
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南
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日
（
月
）

・
歩
道
を
確
保
し
、
身
体
障
害
者
が
す
ご
し
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

・
道
路
の
電
柱
が
邪
魔
で
道
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。

・
海
抜
表
示
を
公
共
施
設
の
み
で
な
く
電
柱
等
に
も

表
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
比
謝
川
沿
い
の
崖
崩
れ
対
策
と
遊
歩
道
の
活
用

を
。

・
国
道
か
ら
入
っ
て
く
る
車
と
町
道
側
が
交
差
す
る

危
険
な
個
所
の
安
全
対
策
を
。

・
「
町
民
の
家
」
を
建
て
替
え
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
野
國
總
管
資
料
館
を
建
設
し
、
ま
ち
の
ピ
ー
ア
ー

ル
を
。

・
サ
ン
エ
ー
の
前
の
一
時
停
止
表
示
の
改
善
と
琉
銀

前
に
駐
車
し
て
い
る
車
を
規
制
し
て
ほ
し
い
。

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

北
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日
（
水
）

・
嘉
手
納
高
層
住
宅
の
出
入
り
口
の
対
応
に
つ
い
て

は
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
セ
ン
サ
ー
な

ど
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

・
図
書
館
の
学
習
室
は
狭
く
改
善
を
図
っ
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
九
時
ま
で
の
時
間
延
長
や
休
館
日
も

平成24年度各区区民との行政懇談会平成24年度各区区民との行政懇談会

　平成24年度各区区民との行政懇談会が、７月23日から８月９日にかけて、各区コミュニティー
センターで行われました。
　各区で挙げられた主な要望や意見等は、次のとおりです。

開
け
て
も
ら
い
た
い
。

・
町
に
は
困
っ
て
い
る
人
が
非
常
に
多
い
、
応
急
小

口
貸
付
の
改
善
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
空
き
家
対
策
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
大
型
バ
ス
は
必
要
で
あ

る
。
バ
ス
の
有
効
活
用
、
送
迎
等
へ
の
利
用
を
要

望
す
る
。

・
北
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
、

幼
稚
園
園
舎
と
の
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

・
町
全
体
を
対
象
に
し
た
防
災
訓
練
が
必
要
で
あ

る
。

西
浜
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日
（
木
）

・
役
場
職
員
は
町
内
か
ら
採
用
し
て
ほ
し
い
。

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
滑
り
止
め
対
策
を
し
て

ほ
し
い
。
町
外
の
利
用
者
の
百
円
は
安
い
と
思

う
。

・
婦
人
会
の
古
紙
回
収
の
場
所
を
設
け
て
ほ
し
い
。

・
津
波
対
策
と
し
て
避
難
場
所
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
二
階
で
ミ
ニ
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
、

食
事
用
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

・
空
き
地
の
草
が
伸
び
放
題
で
蚊
が
多
い
。
草
刈
り

を
し
て
ほ
し
い
。

・
防
災
対
策
を
早
急
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
西
浜
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

中
央
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
日
（
月
）

・
道
の
駅
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。

・
「
芋
の
発
祥
地
、
嘉
手
納
」
の
ピ
ー
ア
ー
ル

が
足
り
な
い
、
給
食
や
家
庭
で
定
期
的
に
芋

を
食
べ
る
習
慣
を
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

・
兼
久
体
育
館
の
規
模
は
小
さ
い
、
一
般
向
け

の
体
育
館
の
充
実
を
要
望
す
る
。

・
国
民
健
康
保
険
証
を
カ
ー
ド
化
で
き
な
い

か
。

・
基
地
内
を
日
常
的
に
通
行
で
き
な
い
か
。

・
町
花
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
。

・
嘉
手
納
基
地
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
を
変
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
温
水
プ
ー
ル
の
高
校

生
の
利
用
料
金
は
高
い
と
感
じ
る
が
。

・
敬
老
祝
金
を
増
額
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
嘉
手
納
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ピ
ー
ア
ー
ル

を
も
っ
と
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

東
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
（
火
）

・
葬
斎
場
に
大
、
中
、
小
の
式
場
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
た
い
。

・
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
通
れ
る
道
を
考
え
て

ほ
し
い
。

・
比
謝
川
に
魚
道
を
つ
く
り
、
上
流
に
木
を
植

え
て
ほ
し
い
。

・
農
協
前
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
へ
の
国
道

の
交
差
点
は
、
県
道
か
ら
の
右
折
車
両
が
多

く
信
号
の
時
間
も
短
く
渡
る
の
が
難
し
い
の

で
、
改
善
で
き
な
い
か
。

・
兼
久
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
水
は
け
が
悪
い

の
で
、
改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
野
球
場
の
屋
根
設
置
と
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
に

時
計
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

・
嘉
手
納
町
に
も
巡
回
バ
ス
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
う
。

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
の
前
に
信
号
機
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

・
屋
良
に
交
番
所
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
て

ほ
し
い
。

・
家
庭
用
祭
壇
の
貸
し
出
し
の
検
討
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

西
区

　平
成
二
十
四
年
八
月
九
日
（
木
）

・
高
齢
者
筋
ト
レ
を
続
け
て
ほ
し
い
。

・
西
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
中
庭
を

多
目
的
広
場
と
し
て
高
齢
者
と
子
供
た
ち
両

方
が
う
ま
く
使
え
る
よ
う
な
整
備
方
法
が
な

い
か
。

・
各
区
に
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
購
入
し
て
ほ
し

い
。

・
兼
久
海
浜
公
園
の
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
を
延
長

で
き
な
い
か
。

・
少
人
数
学
級
を
進
め
る
な
ど
、
町
と
し
て
学

力
向
上
の
取
り
組
み
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。

・
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
へ
保
健
師
の
派
遣
を
増

や
せ
な
い
か
。

・
震
災
対
策
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど
の
様
な
こ

と
を
行
っ
て
い
る
か
。

・
広
報
無
線
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
聞
き
取

れ
な
い
。
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南
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日
（
月
）

・
歩
道
を
確
保
し
、
身
体
障
害
者
が
す
ご
し
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

・
道
路
の
電
柱
が
邪
魔
で
道
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。

・
海
抜
表
示
を
公
共
施
設
の
み
で
な
く
電
柱
等
に
も

表
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
比
謝
川
沿
い
の
崖
崩
れ
対
策
と
遊
歩
道
の
活
用

を
。

・
国
道
か
ら
入
っ
て
く
る
車
と
町
道
側
が
交
差
す
る

危
険
な
個
所
の
安
全
対
策
を
。

・
「
町
民
の
家
」
を
建
て
替
え
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
野
國
總
管
資
料
館
を
建
設
し
、
ま
ち
の
ピ
ー
ア
ー

ル
を
。

・
サ
ン
エ
ー
の
前
の
一
時
停
止
表
示
の
改
善
と
琉
銀

前
に
駐
車
し
て
い
る
車
を
規
制
し
て
ほ
し
い
。

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

北
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日
（
水
）

・
嘉
手
納
高
層
住
宅
の
出
入
り
口
の
対
応
に
つ
い
て

は
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
セ
ン
サ
ー
な

ど
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

・
図
書
館
の
学
習
室
は
狭
く
改
善
を
図
っ
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
九
時
ま
で
の
時
間
延
長
や
休
館
日
も

平成24年度各区区民との行政懇談会平成24年度各区区民との行政懇談会

　平成24年度各区区民との行政懇談会が、７月23日から８月９日にかけて、各区コミュニティー
センターで行われました。
　各区で挙げられた主な要望や意見等は、次のとおりです。

開
け
て
も
ら
い
た
い
。

・
町
に
は
困
っ
て
い
る
人
が
非
常
に
多
い
、
応
急
小

口
貸
付
の
改
善
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
空
き
家
対
策
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
大
型
バ
ス
は
必
要
で
あ

る
。
バ
ス
の
有
効
活
用
、
送
迎
等
へ
の
利
用
を
要

望
す
る
。

・
北
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
、

幼
稚
園
園
舎
と
の
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

・
町
全
体
を
対
象
に
し
た
防
災
訓
練
が
必
要
で
あ

る
。

西
浜
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日
（
木
）

・
役
場
職
員
は
町
内
か
ら
採
用
し
て
ほ
し
い
。

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
滑
り
止
め
対
策
を
し
て

ほ
し
い
。
町
外
の
利
用
者
の
百
円
は
安
い
と
思

う
。

・
婦
人
会
の
古
紙
回
収
の
場
所
を
設
け
て
ほ
し
い
。

・
津
波
対
策
と
し
て
避
難
場
所
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
二
階
で
ミ
ニ
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
、

食
事
用
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

・
空
き
地
の
草
が
伸
び
放
題
で
蚊
が
多
い
。
草
刈
り

を
し
て
ほ
し
い
。

・
防
災
対
策
を
早
急
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
西
浜
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

中
央
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
日
（
月
）

・
道
の
駅
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。

・
「
芋
の
発
祥
地
、
嘉
手
納
」
の
ピ
ー
ア
ー
ル

が
足
り
な
い
、
給
食
や
家
庭
で
定
期
的
に
芋

を
食
べ
る
習
慣
を
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

・
兼
久
体
育
館
の
規
模
は
小
さ
い
、
一
般
向
け

の
体
育
館
の
充
実
を
要
望
す
る
。

・
国
民
健
康
保
険
証
を
カ
ー
ド
化
で
き
な
い

か
。

・
基
地
内
を
日
常
的
に
通
行
で
き
な
い
か
。

・
町
花
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
。

・
嘉
手
納
基
地
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
を
変
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
温
水
プ
ー
ル
の
高
校

生
の
利
用
料
金
は
高
い
と
感
じ
る
が
。

・
敬
老
祝
金
を
増
額
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
嘉
手
納
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ピ
ー
ア
ー
ル

を
も
っ
と
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

東
区

　平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
（
火
）

・
葬
斎
場
に
大
、
中
、
小
の
式
場
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
た
い
。

・
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
通
れ
る
道
を
考
え
て

ほ
し
い
。

・
比
謝
川
に
魚
道
を
つ
く
り
、
上
流
に
木
を
植

え
て
ほ
し
い
。

・
農
協
前
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
へ
の
国
道

の
交
差
点
は
、
県
道
か
ら
の
右
折
車
両
が
多

く
信
号
の
時
間
も
短
く
渡
る
の
が
難
し
い
の

で
、
改
善
で
き
な
い
か
。

・
兼
久
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
水
は
け
が
悪
い

の
で
、
改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
野
球
場
の
屋
根
設
置
と
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
に

時
計
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

・
嘉
手
納
町
に
も
巡
回
バ
ス
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
う
。

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
の
前
に
信
号
機
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

・
屋
良
に
交
番
所
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
て

ほ
し
い
。

・
家
庭
用
祭
壇
の
貸
し
出
し
の
検
討
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

西
区

　平
成
二
十
四
年
八
月
九
日
（
木
）

・
高
齢
者
筋
ト
レ
を
続
け
て
ほ
し
い
。

・
西
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
中
庭
を

多
目
的
広
場
と
し
て
高
齢
者
と
子
供
た
ち
両

方
が
う
ま
く
使
え
る
よ
う
な
整
備
方
法
が
な

い
か
。

・
各
区
に
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
購
入
し
て
ほ
し

い
。

・
兼
久
海
浜
公
園
の
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
を
延
長

で
き
な
い
か
。

・
少
人
数
学
級
を
進
め
る
な
ど
、
町
と
し
て
学

力
向
上
の
取
り
組
み
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。

・
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
へ
保
健
師
の
派
遣
を
増

や
せ
な
い
か
。

・
震
災
対
策
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど
の
様
な
こ

と
を
行
っ
て
い
る
か
。

・
広
報
無
線
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
聞
き
取

れ
な
い
。



 

 

 
 今月の夜間・休日窓口のお知らせ 

☆夜間窓口 11 日(木) 午後８時まで ☆休日窓口 28 日(日) 午後 1時～午後５時 

納付、分納・減免相談、国保資格異動手続きを行っています。どうぞ、ご利用ください。 
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八
月
十
三
日
、町
役
場
駐
車
場
に
お
い
て
、

「
車
両
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
会
車
両
の
購
入
は
、
地
域
か
ら
の
要

望
も
高
く
、
各
自
治
会
の
行
事
の
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
や
防
災
情
報
等
の
広
報
な
ど
へ
の
活

用
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
贈
呈

へ
と
至
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
當
山
宏
町
長
は
、「
ぜ
ひ
有
効

活
用
し
て
、
地
域
の
活
動
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
、
車
両
贈
呈
に
合
わ
せ
、（
有
）
ナ

カ
ダ
自
動
車
商
会
か
ら
も
、
創
業
四
十
二
周

年
記
念
事
業
と
し
て
各
自
治
会
へ
テ
ン
ト
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

町
よ
り
車
両
の
贈
呈

町
よ
り
車
両
の
贈
呈

│ 

各
自
治
会
へ
軽
ト
ラ
ッ
ク 

│

　９月７日、ニライ消防本部において、「アメリカ式子供
への防火教育」をテーマとした講演会が開催されました。
　講演会は、防火教育の先進地アメリカの教育内容を
日本でも広めたいと活動している、在日米海軍日本管区
司令部消防隊に勤務する長谷川祐子さんを講師に迎え、
子どものうちから徹底的に行う防火教育について講演が
行われました。
　助かるための情報と技術を子ども達に教える大切さを
呼びかける長谷川さんの話に、職員の皆さんは熱心に
耳を傾けていました。

　
八
月
二
十
三
日
、
比
謝
川
電
気
工
事
業
協

同
組
合
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
独
居
高
齢
者
宅

へ
の
電
気
保
安
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
電
気
保
安
点
検
は
、
町
内
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
旧
盆
を
迎
え
る

た
め
に
、
比
謝
川
電
気
工
事
業
協
同
組
合
の

皆
さ
ん
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
電
気
周
り
の
点
検
や
清
掃
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
三
十
四
回
目
を
数
え
ま

す
。

　
出
発
式
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
當
山
宏
町
長

は
、「
忙
し
い
中
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
け
が
の
な
い
よ
う

作
業
し
、
そ
し
て
高
齢
者
と
の
交
流
も
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し

た
。

　８月７日、東京都で開催された「第41回全国消防救助
技術大会」（一般財団法人全国消防協会主催）に、ニライ
消防の消防救助隊員が訓練種目「ロープ応用登はん」に
出場しました。
　全国消防救助技術大会へ出場するためには、沖縄県救
助技術指導会で優勝しなければなりません。ニライ消防
では、平成19年度開催の全国消防救助技術大会から、毎
年出場の切符を勝ち取っています。国民年金保険料の額 

◆ 定額保険料（平成24年４月から）    月額 １４，９８０円 
◆ 付加保険料（将来より多くの年金を希望する人） 月額 ４００円 
※納めた保険料は、所得税等の控除となりますので、領収書は大切に保管してください。 

～保険料の納付は大切な義務です～

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

ご相談
ください

　国民年金加入者（第一号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・フリーアルバイター・無職の人などで

20歳以上60歳未満の人）の皆さん、国民年金保険料の納め忘れはありませんか。納め忘れがあると、老後の

生活の支えとなる老齢基礎年金の減額や受給できなくなる場合があります。また、ケガや病気が原因で障害の

状態になった時の障害基礎年金や、加入者が亡くなり遺族（子のある妻・子）が残されたときの遺族基礎年金

が受給できなくなる場合もありますので、納め忘れがないか確認してください。

★老齢基礎年金を受給するためには、国民年金保険料の納付・免除期間と厚生年金、共済組合等
に加入していた期間が合わせて25年以上必要です。保険料を納めることが困難な方には、保険
料が免除になる制度があります。免除申請の手続きが済んでいない方は、お早めに嘉手納町役
場にて手続きしてください。 

※詳しくは、住基年金係までお問い合わせください。 
嘉手納町役場 町民保険課 住基年金係 TEL 956-1111（内線141・147） 

vol.93教えて！国民健康保険教えて！国民健康保険
高校生世代以下の短期被保険者証の有効期限について

お問い合わせ先：嘉手納町役場　町民保険課　国民健康保険係　TEL 956-1111( 内線 162・163・164)

─ 職員の意識向上を図る ─
ニライ消防本部で講演会ニライ消防本部で講演会

─ ニライ消防 ─

全国消防救助技術大会へ出場全国消防救助技術大会へ出場
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　国民健康保険税に未納がある世帯で高校生世代以下（18歳に
達する日以後の最初の3月31日まで）の方には、有効期限が６ヵ月
の短期被保険者証を交付しております。
　H24年４月１日交付の高校生世代以下の短期被保険者証の有
効期限がH24年９月30日までとなっています。
　更新をされていない方はお早めに手続きをお願いします。 



 

 

 
 今月の夜間・休日窓口のお知らせ 

☆夜間窓口 11 日(木) 午後８時まで ☆休日窓口 28 日(日) 午後 1時～午後５時 

納付、分納・減免相談、国保資格異動手続きを行っています。どうぞ、ご利用ください。 
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　９月７日、ニライ消防本部において、「アメリカ式子供
への防火教育」をテーマとした講演会が開催されました。
　講演会は、防火教育の先進地アメリカの教育内容を
日本でも広めたいと活動している、在日米海軍日本管区
司令部消防隊に勤務する長谷川祐子さんを講師に迎え、
子どものうちから徹底的に行う防火教育について講演が
行われました。
　助かるための情報と技術を子ども達に教える大切さを
呼びかける長谷川さんの話に、職員の皆さんは熱心に
耳を傾けていました。
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送
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　８月７日、東京都で開催された「第41回全国消防救助
技術大会」（一般財団法人全国消防協会主催）に、ニライ
消防の消防救助隊員が訓練種目「ロープ応用登はん」に
出場しました。
　全国消防救助技術大会へ出場するためには、沖縄県救
助技術指導会で優勝しなければなりません。ニライ消防
では、平成19年度開催の全国消防救助技術大会から、毎
年出場の切符を勝ち取っています。国民年金保険料の額 

◆ 定額保険料（平成24年４月から）    月額 １４，９８０円 
◆ 付加保険料（将来より多くの年金を希望する人） 月額 ４００円 
※納めた保険料は、所得税等の控除となりますので、領収書は大切に保管してください。 

～保険料の納付は大切な義務です～

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

ご相談
ください

　国民年金加入者（第一号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・フリーアルバイター・無職の人などで

20歳以上60歳未満の人）の皆さん、国民年金保険料の納め忘れはありませんか。納め忘れがあると、老後の

生活の支えとなる老齢基礎年金の減額や受給できなくなる場合があります。また、ケガや病気が原因で障害の

状態になった時の障害基礎年金や、加入者が亡くなり遺族（子のある妻・子）が残されたときの遺族基礎年金

が受給できなくなる場合もありますので、納め忘れがないか確認してください。

★老齢基礎年金を受給するためには、国民年金保険料の納付・免除期間と厚生年金、共済組合等
に加入していた期間が合わせて25年以上必要です。保険料を納めることが困難な方には、保険
料が免除になる制度があります。免除申請の手続きが済んでいない方は、お早めに嘉手納町役
場にて手続きしてください。 

※詳しくは、住基年金係までお問い合わせください。 
嘉手納町役場 町民保険課 住基年金係 TEL 956-1111（内線141・147） 

vol.93教えて！国民健康保険教えて！国民健康保険
高校生世代以下の短期被保険者証の有効期限について

お問い合わせ先：嘉手納町役場　町民保険課　国民健康保険係　TEL 956-1111( 内線 162・163・164)

─ 職員の意識向上を図る ─
ニライ消防本部で講演会ニライ消防本部で講演会

─ ニライ消防 ─

全国消防救助技術大会へ出場全国消防救助技術大会へ出場
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　国民健康保険税に未納がある世帯で高校生世代以下（18歳に
達する日以後の最初の3月31日まで）の方には、有効期限が６ヵ月
の短期被保険者証を交付しております。
　H24年４月１日交付の高校生世代以下の短期被保険者証の有
効期限がH24年９月30日までとなっています。
　更新をされていない方はお早めに手続きをお願いします。 
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　C型肝炎訴訟について、感染被害者の方々の早期・一律救済の要請にこたえるべく、議員立法に
よって制定された、「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるC型肝炎感染被
害者を救済するための給付金支援に関する特別措置法（C型肝炎特別措置法）」に基づき、特定の血
液製剤を投与されたことによって、C型肝炎ウイルスに感染された方に、給付金を支給する仕組みが
あります。
　給付金の支給を受けるためには、C型肝炎特別措置法に規定する請求手続きを行う必要がありま
す。給付金の請求期限が迫っていますので、ご確認ください。

≪対象者≫
　出産や手術における大量出血等の際に、特定の血液製剤を投与されたことによって、C型肝炎ウイ
ルスに感染された方

≪給付金の請求手続期限≫
平成25年1月15日

≪お問い合わせ先≫
厚生労働省のホームページ
厚生労働省相談窓口　0120-509-002

☆健康相談のお知らせ☆
・健康相談　毎週木曜日　午前9時～午前11時30分　　町役場保健師室

◎入所申込受付期間：平成24年10月29日（月）～11月9日（金）
　　　　　　　　　　午前8時30分～正午　午後1時～午後5時
　　　　　　　　　　（ただし、土・日・祝祭日を除く。）
◎受付場所：嘉手納町役場　子ども家庭課　児童福祉係（１階）
（入所申込案内及び入所申込書類等は、10月11日（木）より町役場子ども家庭課児童福祉係で配
布します。入所申込希望者は、受付期間内に添付書類を取り揃えてお申し込みください。）
◎お問い合わせ：子ども家庭課児童福祉係　TEL  956－1111（内線121・123）
　注：役場の開庁時間内にお問い合わせください。

■募集期間
　平成 24 年９月３日（月）～10月 22日（月）
■募集内容
　元気で頑張る子どもたちを応援する標語や未来に向けての子どもたちからのメッセージとなる標語
■主催者
　厚生労働省、（社福）全国社会福祉協議会、（財）こども未来財団
■お問い合わせ先
　（財）こども未来財団
　研修調査部　標語募集係　TEL：03－5510－1833

　毎月５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間（５月５日～５月11日）」と定めて、児童
福祉の理念の普及・啓発のための各種行事を行っていますが、平成25年度の児童福祉週間に向けて、その
象徴となる標語を募集します。詳細については、（財）こども未来財団のホームページ
http://www.kodomomiraizaidan.or.jp/を御参照いただくか、下記お問い合わせ先まで御照会ください。

たいよう学童・屋良学童クラブ・嘉手納学童クラブ
平成25年度　入所児童募集のお知らせ

平成25年度「児童福祉週間」標語の募集について

子育て支援センター・屋良地区体育館・嘉手納地区児童館で実施している町立の学童保育

入所対象児童：嘉手納町に在住し、保護者の就労・病気等により、家庭において保育に欠ける小学校１年
生から３年生までの児童。（ただし、障害児は、小学校６年生まで対象とします。また、障
害児の場合は、保育士の加配等の特別な措置がありますので、療育手帳等を添付して申込
みをしてください。）

入所募集定員：たいよう学童 50 人・屋良学童クラブ 20 人・嘉手納学童クラブ 20 人（申込児童数が定員
を上回った場合は、児童の保育に欠ける度合いを勘案し、平成２５年度当初の入所児童を
決定します。その際に入所できなかった児童は、入所待ちの待機児童として登録します。）

受付期間及び場所

※詳細につきましては、入所申込案内をご覧になり、ご確認ください。
※平成25年度の町立保育所の入所申込受付期間は、12月を予定しています。

C型肝炎特別措置法の
 給付金の請求期限に関するお知らせ
C型肝炎特別措置法の
 給付金の請求期限に関するお知らせ

　「障害者自立支援法はどう変わっていくの？」「障がいがある子どもの子育ての悩みは誰に相談したら
いいの？」「相談を受けたけど、どう助言したらいいかわからない」など、こんな悩みを持った保護者や支援
者の皆さん、この講演会で解決のヒントを見つけてください。

放課後等ディサービス事業所「あすなろ」開所記念講演会

考えよう！障がいのある子どもの支援
～又村あおい氏講演会～

講師紹介：昭和48年生まれ。機関紙「手をつなぐ」編集委員。障がい者
福祉制度全般と、障がいのある子どもとその家族のための
支援制度など、障がいのある人の支援を通じた地域づくりな
どが主な活動分野です。

日　　　時：平成24年10月20日（土）午後1時30分開場（午後2時開演）
会　　　場：嘉手納町中央公民会　2階大ホール
参　加　費：無料（事前申込必要）
申込締切日：平成24年10月18日（木）
主　　　催：嘉手納町社会福祉協議会　嘉手納町障がい福祉協会
お問い合わせ先：嘉手納町社会福祉協議会　956-1177（坂本）
講　　　師：又村あおい氏（全日本手をつなぐ育成会政策研究開発センター委員）
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　C型肝炎訴訟について、感染被害者の方々の早期・一律救済の要請にこたえるべく、議員立法に
よって制定された、「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるC型肝炎感染被
害者を救済するための給付金支援に関する特別措置法（C型肝炎特別措置法）」に基づき、特定の血
液製剤を投与されたことによって、C型肝炎ウイルスに感染された方に、給付金を支給する仕組みが
あります。
　給付金の支給を受けるためには、C型肝炎特別措置法に規定する請求手続きを行う必要がありま
す。給付金の請求期限が迫っていますので、ご確認ください。

≪対象者≫
　出産や手術における大量出血等の際に、特定の血液製剤を投与されたことによって、C型肝炎ウイ
ルスに感染された方

≪給付金の請求手続期限≫
平成25年1月15日

≪お問い合わせ先≫
厚生労働省のホームページ
厚生労働省相談窓口　0120-509-002

☆健康相談のお知らせ☆
・健康相談　毎週木曜日　午前9時～午前11時30分　　町役場保健師室

◎入所申込受付期間：平成24年10月29日（月）～11月9日（金）
　　　　　　　　　　午前8時30分～正午　午後1時～午後5時
　　　　　　　　　　（ただし、土・日・祝祭日を除く。）
◎受付場所：嘉手納町役場　子ども家庭課　児童福祉係（１階）
（入所申込案内及び入所申込書類等は、10月11日（木）より町役場子ども家庭課児童福祉係で配
布します。入所申込希望者は、受付期間内に添付書類を取り揃えてお申し込みください。）
◎お問い合わせ：子ども家庭課児童福祉係　TEL  956－1111（内線121・123）
　注：役場の開庁時間内にお問い合わせください。

■募集期間
　平成 24 年９月３日（月）～10月 22日（月）
■募集内容
　元気で頑張る子どもたちを応援する標語や未来に向けての子どもたちからのメッセージとなる標語
■主催者
　厚生労働省、（社福）全国社会福祉協議会、（財）こども未来財団
■お問い合わせ先
　（財）こども未来財団
　研修調査部　標語募集係　TEL：03－5510－1833

　毎月５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間（５月５日～５月11日）」と定めて、児童
福祉の理念の普及・啓発のための各種行事を行っていますが、平成25年度の児童福祉週間に向けて、その
象徴となる標語を募集します。詳細については、（財）こども未来財団のホームページ
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たいよう学童・屋良学童クラブ・嘉手納学童クラブ
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平成25年度「児童福祉週間」標語の募集について
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C型肝炎特別措置法の
 給付金の請求期限に関するお知らせ
C型肝炎特別措置法の
 給付金の請求期限に関するお知らせ

　「障害者自立支援法はどう変わっていくの？」「障がいがある子どもの子育ての悩みは誰に相談したら
いいの？」「相談を受けたけど、どう助言したらいいかわからない」など、こんな悩みを持った保護者や支援
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放課後等ディサービス事業所「あすなろ」開所記念講演会

考えよう！障がいのある子どもの支援
～又村あおい氏講演会～

講師紹介：昭和48年生まれ。機関紙「手をつなぐ」編集委員。障がい者
福祉制度全般と、障がいのある子どもとその家族のための
支援制度など、障がいのある人の支援を通じた地域づくりな
どが主な活動分野です。
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講　　　師：又村あおい氏（全日本手をつなぐ育成会政策研究開発センター委員）
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　戦中戦後の混乱のため中学校を卒業できなかった方に、学習機会の提供を行い、中学校
の卒業に相当する証書の授与を行う制度ができました。

○実施期間／平成23年度から平成25年度まで（予定）
○対　　象／昭和７年から昭和16年生まれ（71～80歳）の方で、中学校の学習内容を学
　　　　　　び、卒業に相当する証書の授与を希望する方。
○内　　容／民間の教育施設等で三年間学びます。
○授　　業／国語、数学、社会等を中心に年間を通して授業を受けます。
○授 業 料／無料
○申込方法／アンケート用紙を、嘉手納町役場　教育指導課で受け取り、必要事項を記入
　　　　　　して、平成24年11月30日までに沖縄県教育庁義務教育課あて郵送。
○お問い合わせ先／嘉手納町教育委員会教育指導課（TEL 956－1111　内線259）
　　　　　　　　　沖縄県教育庁義務教育課（TEL 866－2741）

１）日本国籍を有し、18歳～22歳(平成２年４月２日生～平成７年４月１日生)と
し、高等学校卒業の資格を有する者又は平成25年３月卒業見込みの者で、平
成24年４月１日現在本町に３年以上住所を有する者及び生計を一にする保護
者が平成24年４月1日現在本町に３年以上住所を有し、引き続き居住する者と
する。（※平成21年4月1日以前）

２）日本国籍を有し、18歳～22歳(平成２年４月２日生～平成７年４月１日生)と
し、高等学校卒業の資格を有する者又は平成25年３月卒業見込みの者で、平
成２４年４月１日現在町外に住所を有する者で、生計を一にする保護者が平成
24年４月１日現在本町に３年以上住所を有し、引き続き居住する者とする。

３）高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）により文部科
学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験（従前の大学入学資格検定を含む）に
合格した者

「戦中戦後の混乱期における義務教育未修了者支援事業」

平成25年度
嘉手納町立嘉手納外語塾一般入試（前期）のお知らせ

〈お問い合わせ先〉　嘉手納町立嘉手納外語塾　TEL 956－1616

出願期間　平成24年11月1日（木）～11月30日（金）午前8時30分～午後5時15分
　　　　　※但し、正午～午後1時、土日祝日は除く。
試験科目　英語（筆記、リスニング）、小論文（日本語600～800字）、面接（日本語、英語）
試験日時　平成24年12月7日（金）
試験会場　嘉手納町立嘉手納外語塾（ロータリープラザ３階）
募集人員　15名以内
合格発表　平成24年12月14日（金）

出願資格

　自動車の使用者は、自動車の不具合による交通
事故や公害の防止を図る観点から、自動車の適切
な保守管理及び点検・整備（日常点検・定期点検
等）を実施することが義務となっています。
　内閣府沖縄総合事務局では、自動車の使用者に
自動車の点検・整備を確実に実施していただくた
め、本年も9月と10月の２か月間を自動車点検整
備推進強化月間と定め、関係機関及び団体の協力
のもと「自動車点検整備推進運動」を実施しま
す。
　「人と車と環境の調和がとれた車社会」を形成
するためには、自動車の使用者一人一人が自己の
責任において、日頃から自動車の保守管理を確実
に実施することが大切です。
　自動車使用者の皆様のご理解とご協力をお願
いいたします。

お問い合わせ先
内閣府沖縄総合事務局運輸部車両安全課
TEL 866－1837
FAX 860－2369

　行政相談制度は、役所の仕事に関する苦情、要望
等をお受けして、その解決を促進するとともに、皆
さんの声を行政に役立てるものです。
◎このような場合にご相談を

・説明に納得できない。
・どこに相談したらいいのか分からない。
・このようにして欲しい。
・処理が遅い。
・直接は、苦情を申し出にくい。

◎行政相談委員が相談に応じています。
　相談は無料・秘密厳守です。
【嘉手納町行政相談委員】
多和田　眞榮（総務大臣による委嘱）
連絡先：956－4656
行政相談所
　日時：毎月第４金曜日　午後２時～午後５時
　場所：嘉手納町総合福祉センター　４階

◎総務省沖縄行政評価事務所でも、電話等で相談を
常時受け付けています。
行政苦情110番　098－867－1100
　　　　　　　　0570－090110
(午後５時15分から翌日午前８時30分までは留守番
電話)
相談受付ファックス　098－866－0158

沖縄県の振興を担う人材の育成を目的として、平成24年度の奨学生を次のとおり募集します。

◆応募資格
１　沖縄県内に住所を有する者の子弟で、国内の大学若しくは大学院に相当する国外の教育機関に在
学している者、又は我が国の特別支援学校の専攻科に相当する国外の教育機関等に在学している
者。ただし、語学研修プログラム（ESLプログラム等）のみを受講する者など、非正規の学生は
除く。

２　学業、人物ともに優秀で、かつ健康であり、経済的理由により学資の支弁が困難と認められる者
３　日本学生支援機構、地方公共団体若しくは民間育英団体等からの奨学金又は母子及び寡婦福祉法
による修学資金の貸与を受けていない者

注　日本学生支援機構及びその他育英団体等と併願はできますが、貸与奨学金の併用はできません。

◆利　　息：無利息
◆募集時期：平成24年10月1日（月）～平成24年10月31日（水）
◆採用人数：若干名（予定）
◆選　　考：奨学生の選考は願書その他必要書類に基づき、学業、学資支弁の困難な度合等につい
　　　　　　て、選考委員会の審議を経て採否を決定します。
　　　　　　※選考により採用者を決定しますので、応募者全員にお貸しできるとは限りません。
◆貸与月額：アジア地域（40,000円）、アジア以外の地域（60,000円）
◆応募先及びお問い合わせ先
　　　沖縄県国際交流・人材育成財団　奨学課
　　　〒901‐2221　宜野湾市伊佐4丁目2番16号
　　　TEL 942－9213　FAX 942－9220

平成24年度留学貸与奨学生募集

行政相談週間始まる
(10月15日から21日まで)

自動車の点検・整備の
確実な実施について
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パソコン入門講座（ 教材費1,050円）
11/12（月）～11/17（土） 
午後７時30分～午後9時30分（2時間×6回）

Word講座　（教材費：2,100円）
11/19（月）～11/30（金）の月・水・金
午後7時30分～午後9時30分（2時間×6回） 

※Word講座は、入門受講者又は文字入力が出来る方が
対象となります。
※都合により日程や講習内容、教材費が変更になる事が
あります。その際はご容赦ください。 

■対象
　建築設計・建設業関連に在職している方でパソコンの
　基本操作を習得している方
■訓練期間・時間
　平成24年11月５日（月）～11月22日（木）　土日除く
　午後６時～午後９時
■募集期間・受付時間
　平成24年10月15日（月）～10月19日（金）
　午前８時30分～午後５時
　定員に達し次第締め切ります。
■定員・受講料
　15名・無料（教材費は自己負担4000円）
■お問い合わせ先
　沖縄県立具志川職業能力開発校
　TEL 973ー6680

 
 

 

残暑がまだまだ続くこの頃です。 

暦上は秋になります。そうです。スポーツの秋

です。 

日ごろからのトレーニングの積み重ねで、 

体の調子を良くしていきましょう！ 

食べすぎにも要注意です！ 

食べすぎたら健康増進センター 

へ GO！ 

 

 
 

水中での運動は、浮力

があるため、足腰の弱いか

たでも、無理なく運動出

来ます。また、水の抵抗を

利用することで、自分の

体力に合った筋力トレーニ

ングを行えます。 

講 師 ：知名 勝 氏 （ギタリスト・アコースティックM）

期 日 ：
講 師 ：長嶺 良明 氏 （ギタリストEX・メデューサ）
期 日 ：平成24年11月１日～11月29日 毎週木曜日

午後２時～午後４時　全５回
場 所 ：嘉手納町中央公民館（ロータリープラザ）　2F研修室
持 物 ：ウクレレ
定 員 ： 定 員 ：20名
受講料 ：無料

講 師 ： 矢貫 明子氏（ノルディックウォーキング・ベーシックインストラクター）
期 日 ：平成24年11月2日，11月16日 金曜日

午後２時～午後４時　全２回
場 所 ：嘉手納町スポーツドーム
持 物 ：飲み物，フェイスタオル，屋内シューズ

定 員 ：30名
<動きやすい服装>

対 象 ：
受 付 ：

一般成人（町民及び町内在職者）
平成 24年10月15日（月）～10月31日(水) （土・日・祝日 除く）

受講料 ：無料

受 付 ：

時 間 ：
申込先 ：

午前９時～午後５時（正午～午後1時除く）
嘉手納町中央公民館　 ＴＥＬ 　956-4142

定員になり次第終了致します。

平成24年度 嘉手納町中央公民館講座
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８
月

９
月

・梨木香歩『西の魔女が死んだ』         

・小嶋マキ『苦手な女子のセンパイとうまくつき合う方法』         

・香山リカ『ほどほどの恋』         

・ミミ・ゴッス『一瞬で人を動かすハーバードの技術』         

・三浦しをん『お友だちからお願いします』         

・法林岳之『できるゼロからはじめるｉＰａｄ超入門』　他         

・あきやまただし『はなかっぱそっくりでびっくり』         

・スーザン・ダイアモンド『子どもに必要なソーシャルスキルのルールＢＥＳＴ99』         

・あべ弘士『ふたごのしろくま　とりさん、なんば？のまき』         

・みずのまい『お願い！フェアリー　２～７』　他         

一般図書　217冊

本の返却のお願い

児童・絵本 42 冊

● 図書館よりおしらせ（ブックスタート）

・利 用 者 数 ： 

・貸 出 冊 数 ：

・開 館 日 数 ：

1,026人

3,374冊

25日

８月の利用状況

返却期限の過ぎた図書、絵本はお早めにご返却をよろしくお願い

します。

・開館時間外の返却は、１階に設置されている返却ポストをご利用

　ください。

・休館日の返却は、１階又は地下１階エレベーター向かいに設置した

　返却ポストをご利用ください。

・紙芝居とCD付き資料は、直接図書館カウンターまでご返却をよろ

　しくお願いします。

●開館時間

火曜日～金曜日 午前10時～午後9時
土曜日・日曜日 午前10時～午後6時
※昼食時もあいています　一人５冊以内　貸出期間：15日以内

新刊・新着図書案内

９月より生後４か月の乳児を対象にブックスタート事業がはじまりまし

た。『ブックスタート』とは、赤ちゃんとその保護者に絵本を開く楽しい

ひとときを持ってもらうとともに、絵本を手渡し、子育てを応援する活動

をいいます。対象者には順次文書を発送いたしますので是非図書館まで

おこしください。第2回の開催日は10月17日（水）、平成24年6月1日～6

月30日生まれの乳児が対象です。指定された日に来館できないときは、

次回以降の開催日か、他の日時に個別に対応いたしますので、図書館ま

でご連絡ください。

休館日：月曜日・館内整理日（10/25　11/29）　祝祭日（11/23）

定例よみきかせ会日時：毎月第２土曜日  午後２時～午後２時30分

お問い合わせ先　嘉手納町マルチメディアセンター TEL956－1140

マルチメディアセンター講習マルチメディアセンター講習
各講座定員10名

建築CAD講座（jw_cad）
（具志川職業能力開発校）



申 し 込 み

広報かでな　2012　10月号 14広報かでな　2012　10月号15

パソコン入門講座（ 教材費1,050円）
11/12（月）～11/17（土） 
午後７時30分～午後9時30分（2時間×6回）

Word講座　（教材費：2,100円）
11/19（月）～11/30（金）の月・水・金
午後7時30分～午後9時30分（2時間×6回） 

※Word講座は、入門受講者又は文字入力が出来る方が
対象となります。
※都合により日程や講習内容、教材費が変更になる事が
あります。その際はご容赦ください。 

■対象
　建築設計・建設業関連に在職している方でパソコンの
　基本操作を習得している方
■訓練期間・時間
　平成24年11月５日（月）～11月22日（木）　土日除く
　午後６時～午後９時
■募集期間・受付時間
　平成24年10月15日（月）～10月19日（金）
　午前８時30分～午後５時
　定員に達し次第締め切ります。
■定員・受講料
　15名・無料（教材費は自己負担4000円）
■お問い合わせ先
　沖縄県立具志川職業能力開発校
　TEL 973ー6680

 
 

 

残暑がまだまだ続くこの頃です。 

暦上は秋になります。そうです。スポーツの秋

です。 

日ごろからのトレーニングの積み重ねで、 

体の調子を良くしていきましょう！ 

食べすぎにも要注意です！ 

食べすぎたら健康増進センター 

へ GO！ 

 

 
 

水中での運動は、浮力

があるため、足腰の弱いか

たでも、無理なく運動出

来ます。また、水の抵抗を

利用することで、自分の

体力に合った筋力トレーニ

ングを行えます。 

講 師 ：知名 勝 氏 （ギタリスト・アコースティックM）

期 日 ：
講 師 ：長嶺 良明 氏 （ギタリストEX・メデューサ）
期 日 ：平成24年11月１日～11月29日 毎週木曜日

午後２時～午後４時　全５回
場 所 ：嘉手納町中央公民館（ロータリープラザ）　2F研修室
持 物 ：ウクレレ
定 員 ： 定 員 ：20名
受講料 ：無料

講 師 ： 矢貫 明子氏（ノルディックウォーキング・ベーシックインストラクター）
期 日 ：平成24年11月2日，11月16日 金曜日

午後２時～午後４時　全２回
場 所 ：嘉手納町スポーツドーム
持 物 ：飲み物，フェイスタオル，屋内シューズ

定 員 ：30名
<動きやすい服装>

対 象 ：
受 付 ：

一般成人（町民及び町内在職者）
平成 24年10月15日（月）～10月31日(水) （土・日・祝日 除く）

受講料 ：無料

受 付 ：

時 間 ：
申込先 ：

午前９時～午後５時（正午～午後1時除く）
嘉手納町中央公民館　 ＴＥＬ 　956-4142

定員になり次第終了致します。

平成24年度 嘉手納町中央公民館講座
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８
月

９
月

・梨木香歩『西の魔女が死んだ』         

・小嶋マキ『苦手な女子のセンパイとうまくつき合う方法』         

・香山リカ『ほどほどの恋』         

・ミミ・ゴッス『一瞬で人を動かすハーバードの技術』         

・三浦しをん『お友だちからお願いします』         

・法林岳之『できるゼロからはじめるｉＰａｄ超入門』　他         

・あきやまただし『はなかっぱそっくりでびっくり』         

・スーザン・ダイアモンド『子どもに必要なソーシャルスキルのルールＢＥＳＴ99』         

・あべ弘士『ふたごのしろくま　とりさん、なんば？のまき』         

・みずのまい『お願い！フェアリー　２～７』　他         

一般図書　217冊

本の返却のお願い

児童・絵本 42 冊

● 図書館よりおしらせ（ブックスタート）

・利 用 者 数 ： 

・貸 出 冊 数 ：

・開 館 日 数 ：

1,026人

3,374冊

25日

８月の利用状況

返却期限の過ぎた図書、絵本はお早めにご返却をよろしくお願い

します。

・開館時間外の返却は、１階に設置されている返却ポストをご利用

　ください。

・休館日の返却は、１階又は地下１階エレベーター向かいに設置した

　返却ポストをご利用ください。

・紙芝居とCD付き資料は、直接図書館カウンターまでご返却をよろ

　しくお願いします。

●開館時間

火曜日～金曜日 午前10時～午後9時
土曜日・日曜日 午前10時～午後6時
※昼食時もあいています　一人５冊以内　貸出期間：15日以内

新刊・新着図書案内

９月より生後４か月の乳児を対象にブックスタート事業がはじまりまし

た。『ブックスタート』とは、赤ちゃんとその保護者に絵本を開く楽しい

ひとときを持ってもらうとともに、絵本を手渡し、子育てを応援する活動

をいいます。対象者には順次文書を発送いたしますので是非図書館まで

おこしください。第2回の開催日は10月17日（水）、平成24年6月1日～6

月30日生まれの乳児が対象です。指定された日に来館できないときは、

次回以降の開催日か、他の日時に個別に対応いたしますので、図書館ま

でご連絡ください。

休館日：月曜日・館内整理日（10/25　11/29）　祝祭日（11/23）

定例よみきかせ会日時：毎月第２土曜日  午後２時～午後２時30分

お問い合わせ先　嘉手納町マルチメディアセンター TEL956－1140

マルチメディアセンター講習マルチメディアセンター講習
各講座定員10名

建築CAD講座（jw_cad）
（具志川職業能力開発校）
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グッジョブ・サポート・嘉手納
就職活動について悩んで
いる求職者の方、専門家が
相談に応じます。
お気軽にご相談ください。
就職に役立つセミナー等
も実施いたします！ 

相談日：毎週火曜日・金曜日 
時　間：午前10時～午後５時 
場　所：ロータリープラザ  １階エントランスホール 
相談料：無料
【お問い合わせ先・相談予約先】  
嘉手納町役場 産業環境課
TEL 956－1111（内線327） 担当：濱元  

平成24年11月

町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

文化の日

社協サロン 午後２時～４時 総合福祉センター３階

平成24年度沖縄県広域地震・津波避難訓練 午後２時 町全域

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

ニコニコ歯科健診 受付時間　午後１時～１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

週末健診③ 受付午前９時～１１時 総合福祉センター４階

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

各区ゲートボール交流会 午前１０時～午後２時 野國總管ゲートボール場

生きがいデイサービス交流会（揃てぃ遊ばな） 午前11時～午後1時 中央公民館

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

1歳6ヶ月健診 受付時間　午後１時～２時 総合福祉センター3階

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

心の健康相談(要予約） 午後２時～５時 役場２階東側会議室

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

南区かりゆし会 午後２時～４時 野外活動

北区百の会 午後２時～４時 北区コミュニティーセンター

勤労感謝の日

道の駅かでな週末市 午前９時～午後５時 道の駅かでな

中央区あしびなー会 午後２時～４時 中央区コミュニティーセンター

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

各区グランドゴルフ交流会 午前１０時～午後２時 町陸上競技場

聴覚・補聴無料相談会 午後２時～４時 総合福祉センター３階

フォロー健診 受付時間　午後１時～２時 総合福祉センター3階

西区ゆんたの会 午後2時～4時 西区コミュニティーセンター

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

東区がんじゅう会 午前１０時～午後４時 東区コミュニティーセンター　　　　
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【お問い合わせ・お申し込み先 】道の駅かでな管理事務所

TEL 957－5678　担当 渡口

クラフトやパッチワークなどの手工芸品や
加工品などを出店したい方大歓迎！ 

日 時 平成24年10月2７日（土）午前９時～午後５時
場 所 道の駅かでな 軒下広場
　新鮮な野菜、野国いもの販売など農家の販路支援から

始まったこの市は、新たな町特産品の発掘も目的としてお

ります。 また、様々な

舞台やおいしい食べ物

も用意しておりますの

で、お気軽にお越しく

ださい。

毎月第四土曜日開催！！

出 店 料 １区画 500円（1.8ｍ×0.9ｍ） 

政治活動用文書図画の規制

社会福祉協議会への
ご寄付ありがとうございます

嘉手納町字久得242ー2

特別養護老人ホーム比謝川の里

所長 玉城 ヒデ子 様より

一般寄付として　1,940円

いもっち君を探せ！いもっち君を探せ！いもっち君を探せ！
『広報かでな』の中にいもっち君がかくれて
いるよ（＾－＾）
あなたはいくつ見つけることができるかな！？
全部で５カ所かくれているよ！
答えは下を見てね（＾0＾）／

いもっち君を探せの答え
＊２ページ下段　　＊３ページ中段　　＊４ページ上段
＊５ページ上段　　＊16ページ下段

４枚以内
４枚以内

※ 後援団体の場合には、証票交付申請に先立ち、沖縄県選挙管理委員会
　 に政治団体設立届を提出し、受理された設立届の写しを添付すること。
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グッジョブ・サポート・嘉手納
就職活動について悩んで
いる求職者の方、専門家が
相談に応じます。
お気軽にご相談ください。
就職に役立つセミナー等
も実施いたします！ 

相談日：毎週火曜日・金曜日 
時　間：午前10時～午後５時 
場　所：ロータリープラザ  １階エントランスホール 
相談料：無料
【お問い合わせ先・相談予約先】  
嘉手納町役場 産業環境課
TEL 956－1111（内線327） 担当：濱元  

平成24年11月

町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

文化の日

社協サロン 午後２時～４時 総合福祉センター３階

平成24年度沖縄県広域地震・津波避難訓練 午後２時 町全域

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

ニコニコ歯科健診 受付時間　午後１時～１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

週末健診③ 受付午前９時～１１時 総合福祉センター４階

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

各区ゲートボール交流会 午前１０時～午後２時 野國總管ゲートボール場

生きがいデイサービス交流会（揃てぃ遊ばな） 午前11時～午後1時 中央公民館

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

1歳6ヶ月健診 受付時間　午後１時～２時 総合福祉センター3階

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

心の健康相談(要予約） 午後２時～５時 役場２階東側会議室

総合健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

操体教室 午前１０時～１１時３０分 総合福祉センター４階

南区かりゆし会 午後２時～４時 野外活動

北区百の会 午後２時～４時 北区コミュニティーセンター

勤労感謝の日

道の駅かでな週末市 午前９時～午後５時 道の駅かでな

中央区あしびなー会 午後２時～４時 中央区コミュニティーセンター

すこやか健康相談 午前９時～１１時３０分 役場保健師室

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

各区グランドゴルフ交流会 午前１０時～午後２時 町陸上競技場

聴覚・補聴無料相談会 午後２時～４時 総合福祉センター３階

フォロー健診 受付時間　午後１時～２時 総合福祉センター3階

西区ゆんたの会 午後2時～4時 西区コミュニティーセンター

グッジョブ・サポート・嘉手納 午前１０時～午後５時 ロータリープラザエントランスホール

東区がんじゅう会 午前１０時～午後４時 東区コミュニティーセンター　　　　
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玉城  光路
平成24年2月29日生

（パパ）尚路 なおみち
（ママ）まりこ 

たま　き　　 ひ　 ろ

一言どうぞ

ニコニコ元気な優しい
男の子になってね！
わが家のヒーロー☆
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嘉手納町の人口（カッコ内は外国人住民の内訳数）／男：6,840人（36人）女：7,065人（43人）合計：13,905人（79人） （5,397世帯（60世帯））

●出生／９人　●死亡／10人　●転入／83人　●転出／57人

前月との比較〔＋25人〕　（平成24年８月末日現在）
嘉手納町ホームページアドレス
http：//www.town.kadena.okinawa.jp

◆今月の主な内容
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国
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好
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事
業

│ 
異
文
化
理
解
や
文
化
の
交
流
を
図
る 

│

　９月４日から７日までの日程で、「平成24年度山形県最上
広域少年少女沖縄派遣交流事業」（中部広域市町村圏事
務組合主催）で沖縄を訪れていた山形県最上広域圏交流
団児童34名の皆さんが、５日、屋良小学校を訪問しました。
　屋良小学校では、歓迎交流会が開かれ、屋良っ子エイ
サー隊によるエイサーの披露やミニゲーム、沖縄料理の給
食などで、交流団を歓迎しました。
　交流団児童を代表して、大沼佳郁君（日新小６年）は「ど
んな自然、文化があるか楽しみにしてきた。楽しい思い出に
なる交流ができたら嬉しい」と交流への期待を込めたあい
さつを行いました。

山形県最上広域圏交流団児童山形県最上広域圏交流団児童
─ 屋良小学校児童と交流 ─

おおぬま よしふみ

▲町役場で開かれた歓迎セレモニー

▲嘉手納中学校での交流会の様子

▲エイサーを披露する屋良っ子エイサー隊の児童達

　
嘉
手
納
中
学
生
と
の
交
流
を
通
し
、
異

文
化
理
解
や
文
化
の
交
流
を
図
り
、
甘
藷
の

歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
平
成
二
十
四
年
度
中
国
福
建
省

恵
安
県
中
学
生
友
好
交
流
事
業
」
が
八
月

二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
恵
安
県
か
ら
は
五
人
の
中
学
生
が

交
流
学
生
と
し
て
沖
縄
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
町
役
場
で
開
か
れ
た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
當
山
宏
町
長
が
「
交
流
を
通
し
て
お
互

い
を
深
く
理
解
し
て
ほ
し
い
。
将
来
皆
さ
ん

ふ
っ
け
ん
し
ょ
う

け
い
あ
ん
け
ん

が
日
本
と
中
国
の
交
流
の
懸
け
橋
に
な
る

こ
と
を
願
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
交
流
学
生
は
嘉
手

納
中
学
校
を
訪
れ
、
交
流
会
や
給
食
、
清
掃

及
び
授
業
の
体
験
を
通
し
て
、
嘉
手
納
中
学

生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
交
流
会
で

は
、
交
流
学
生
を
代
表
し
て
、
郭
鋆
岚
さ
ん

が
「
今
回
の
交
流
が
実
り
多
い
も
の
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
嘉
手
納
町
と
の
交
流
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

か
く
き
ん
ら
ん


